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す み だ 北 斎 美 術 館 蔵

葛

飾

北

斎

﹃
深
川
万
年
橋
下
﹄

︵
ふ
か
が
わ
ま
ん
ね
ん
ば
し
し
た
)

こ
の
図
は
、
葛
飾
北
斎
筆
の
名
所
絵
︵
浮
世
絵
風

景
画
︶﹃
富
嶽
三
十
六
景
﹄
の
う
ち
の
�

枚
。

深
川
万
年
橋
は
、
現
在
の
江
東
区
内
の
小
名
木
川

と
隅
田
川
の
合
流
点
に
架
か
る
橋
。
北
斎
は
晩
年
の

一
時
期
に
こ
の
近
く
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。
海
抜
の
低
か
っ
た
深
川
で
は
洪
水
対
策

の
た
め
、
川
の
両
岸
の
石
積
み
を
高
く
し
た
と
い
う
。

そ
の
石
積
み
の
上
に
架
け
ら
れ
た
橋
は
、
人
々
の
視

線
か
ら
は
本
当
に
高
い
位
置
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
。

北
斎
は
、
橋
梁
全
体
を
真
横
か
ら
幾
何
学
的
に
捉

え
、
様
々
な
人
た
ち
の
往
来
を
細
か
く
描
写
し
て
い

る
。
一
方
橋
下
は
、
ま
る
で
別
の
風
景
画
の
よ
う
に

富
士
と
街
の
景
観
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
橋
の
手

前
の
船
の
舳へ

先さ
き

に
よ
っ
て
富
士
の
あ
る
方
へ
視
線
が

誘
わ
れ
る
の
も
面
白
い
。

葛
飾
北
斎
と
は
︵
浮
世
絵
師
と
し
て
の
出
発
�

︶

念
願
の
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
春
朗
は
、
駆
け
出

し
の
浮
世
絵
師
の
ス
タ
ー
ト
の
例
に
漏
れ
ず
、
画
面

の
小
さ
い
細
版
の
役
者
絵
や
黄
表
紙
、
洒
落
本
な
ど

に
筆
を
ふ
る
い
、
勝
川
派
の
お
家
芸
で
あ
る
役
者
絵

を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
相
撲
、
美
人
、
子
供
、
武

者
、
縁
起
物
、
動
物
、
宗
教
画
、
名
所
な
ど
を
題
材

に
幅
広
い
活
躍
を
見
せ
て
い
っ
た
。

◎新年賀詞交歓会を開く

江東東税務親和会㌀㌀㌀㌀㌀㌀�

◎「税の絵はがき」コン

クール優秀作品決定㌀㌀㌀�



講
師
に
東
京
税
理
士
会

江
東

東
支
部
所
属
の
税
理
士

志し

目め

健

二
先
生
を
迎
え
、
高
校
生
か
ら
、

会
社
経
営
者
、
主
婦
等

名
の
方

12

が
受
講
し
た
。

簿
記
と
は
﹁
帳
簿
記
入
﹂
の
略

語
と
し
て
生
ま
れ
た
言
葉
。
商
品

の
購
入
や
販
売
、
経
費
の
支
払
い

な
ど
、
日
々
企
業
が
行
っ
た
取
引

を
記
録
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

こ
の
日
々
の
取
引
を
記
録
す
る
手

段
を
簿
記
と
い
い
、
簿
記
に
よ
り

最
終
的
な
利
益
や
財
産
を
計
算
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
企
業
の
維
持
、
発
展
を
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﹁
江
東
東
税
務
親
和
会
を
構
成
す

る
各
団
体
そ
れ
ぞ
れ
に
、
事
業
活

動
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
根
底

に
流
れ
る
も
の
は
、
税
知
識
の
普

及
、
納
税
意
識
の
向
上
、
円
滑
な

る
税
務
行
政
へ
の
寄
与
で
あ
る
。

現
在
、
国
税
及
び
地
方
税
当
局
が

組
織
を
挙
げ
て
推
進
し
て
い
る

ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
さ
ら

に
は
消
費
税
の
期
限
内
完
納
、
そ

し
て
昨
年
に
引
き
続
き
確
定
申
告

書
の
作
成
会
場
は
東
京
国
税
局
と

い
う
告
知
等
々
に
つ
い
て
、
我
々

税
務
協
力
団
体
が
連
携
し
て
邁
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
挨
拶

し
た
。

続
い
て
、
金
子
明
弘
江
東
東
税

務
署
長
、
木
下
誠
東
京
都
江
東
都

税
事
務
所
長
、
海
老
澤
孝
史
江
東

区
副
区
長
の
来
賓
三
氏
か
ら
、
日

頃
の
税
務
行
政
へ
の
協
力
の
謝
意

と
更
な
る
協
力
を
要
請
す
る
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
﹁
ｅ
-Ｔ
ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
利

用
推
進
宣
言
書
交
付
式
﹂
を
行
い
、

平
成

年
の
年
頭
を
飾
る
江
東

30

東
税
務
親
和
会
主
催
の
新
年
賀
詞

交
歓
会
が
、
�

月

日
㈮

亀
戸
の

19

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
に
お
い
て
、

来
賓
、
当
会
会
員
及
び
他
の
税
務

�

団
体
の
会
員
合
せ
て
�

�

�

名

が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

江
東
東
税
務
親
和
会
の
菅
野
幹

事
︵
江
東
東
間
税
会
会
長
︶
の
開

会
の
言
葉
に
続
き
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
江
東
東
税
務
親
和
会
の

松
本
光
史
会
長
︵
当
会
会
長
︶
が
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平
成

年
か
ら
始
ま
り
、
今
回

24

で
�

回
目
を
迎
え
た
江
東
東
法
人

会
主
催
の
﹁
簿
記
�

級
検
定
﹂
講

座
が
平
成

年

月

日
か
ら
平

29

11

14

成

年
�

月

日
ま
で
全

回
を

30

15

14

法
人
会
館
で
行
っ
た
。

﹁
簿
記
�
級
検
定
﹂
講
座
開
催

全

回
終
了
！

14

平
成

年
の
幕
開
け

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
く

税
務
親
和
会
主
催

30

江
東
東
税
務
親
和
会
の
松
本
会
長

か
ら
、
金
子
署
長
、
木
下
所
長
、

海
老
澤
副
区
長
に
そ
れ
ぞ
れ
宣
言

書
を
交
付
し
た
。

続
い
て
、
会
場
を
移
し
、
秋
田

泰
宏
江
東
東
税
務
署
副
署
長
の
乾

杯
で
再
開
し
、
来
賓
・
会
員
と
の

和
や
か
な
懇
談
の
後
、
江
東
東
税

務
親
和
会
の
大
山
秀
治
副
会
長

︵
江
東
東
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
︶
の
閉
会
の
言
葉
で
終
了
し

た
。な

お
、
こ
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

に
先
立
ち
、
同
所
に
お
い
て
当
会

主
催
の
新
春
講
演
会
が
開
か
れ
、

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト
の
伊
藤
惇
夫
氏

を
講
師
に
迎
え
﹁
複
雑
化
す
る
日

本
政
治
の
ゆ
く
え
﹂
と
題
し
、
安

倍
総
理
の
抱
く
﹁
三
大
欲
望
﹂
と

は
、﹁
安
倍
一
強
﹂
の
光
と
影
、
政

局
展
望
と
政
権
、
今
年
の
課
題
、

野
党
に
未
来
は
あ
る
か
な
ど
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

挨拶される金子税務署長

松本会長

国税の申告と納税はe-Taxで。

図
る
た
め
に
は
、
過
去
の
経
営
活

動
に
つ
い
て
反
省
し
、
こ
の
反
省

に
基
づ
い
て
将
来
の
経
営
に
つ
い

て
の
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

志
目
先
生
は
、
簿
記
�

級
検
定

を
受
験
す
る
受
講
者
の
た
め
に
仕

訳
か
ら
記
帳
、
決
算
手
続
き
、
財

務
諸
表
の
作
成
等
を
、
簿
記
の
基

本
原
理
や
、
取
引
の
処
理
な
ど
に

重
点
を
お
い
た
講
義
を
楽
し
く
解

り
や
す
く
行
っ
た
。

今
回
は
、
�

名
の
方
が
皆
勤
賞

で
、
簿
記
�

級
検
定
の
合
格
を
祈

り
た
い
。

次
回
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
、
仕

事
へ
の
活
用
の
た
め
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

真剣な受講生と講師

講師の伊藤惇夫氏
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金
子
署
長
は
、
は
じ
め
に
、
当

女
性
部
会
に
対
し
、﹁
税
の
絵
は

が
き
﹂
に
対
す
る
取
組
、﹁
全
国
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂
へ
の
多
数
の
参

加
等
に
つ
い
て
敬
意
を
表
さ
れ
た
。

次
に
、
組
織
の
長
と
し
て
考
え

て
い
る
こ
と
と
し
て
①
税
務
署
の

組
織
に
は
、
綱
紀
の
厳
正
な
保
持

が
何
よ
り
も
大
切
。
②
説
明
責
任

は
税
務
署
側
に
あ
る
。
③
過
ち
を

女
性
部
会
の
研
修
会
が
、
去
る

月

日
㈫

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

12

12

に
於
い
て
、
部
会
員

名
が
参
加

20

し
、
講
師
に
江
東
東
税
務
署
の
金

子
明
弘
署
長
を
迎
え
﹃
組
織
の
長

と
し
て
～
私
の
人
生
訓
～
﹄
と
題

し
て
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
メ
ン
タ
ル
不
調
の
従

業
員
対
応
、
役
員
個
人
に
及
ぶ
リ

ス
ク
、
不
当
解
雇
が
会
社
に
及
ぼ

す
リ
ス
ク
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

お
わ
り
に
、
リ
ス
ク
に
対
す
る

事
後
の
対
応
策
と
し
て
、﹁
団
体

交
渉
﹂﹁
労
働
審
判
﹂﹁
訴
訟
﹂
に

つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

参
加
者

名
は
、﹁
な
る
ほ

32

ど
！
﹂
と
頷
く
こ
と
も
多
く
、
大

変
勉
強
と
な
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
本
研
修
会
は
江
東
東
間

税
会
と
Ａ
Ｉ
Ｇ
損
害
保
険
㈱
と
の

共
催
に
よ
り
開
催
し
た
。

き
、
人
の
心
に
付
け
た
傷
は
簡
単

に
は
直
せ
な
い
。
ま
た
、﹁
こ
と

ば
﹂
は
﹃
言
葉
﹄
と
も
書
き
、
落

葉
樹
の
葉
は
色
付
い
て
落
ち
、
土

に
な
り
、
樹
木
の
栄
養
と
な
っ
て

春
を
待
つ
。
樹
木
は
感
謝
し
て
新

緑
の
芽
を
芽
吹
か
せ
る
。
職
場
環

境
も
落
葉
樹
と
同
様
で
、
人
と
人

と
の
巡
り
会
わ
せ
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
。
暖
か
い
栄
養
を
注

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
る
い
職

場
環
境
が
構
築
さ
れ
る
。
上
司
と

部
下
の
関
係
も
、
樹
木
と
葉
の
関

係
の
よ
う
に
な
れ
ば
、
素
晴
ら
し

い
組
織
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
と
ば
の
力
は
大
き
く
、
こ
と

ば
の
力
を
意
識
し
な
が
ら
引
き
続

き
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
締
め
く

く
ら
れ
た
。

当
会
主
催
の
経
営
研
修
会
が
、

去
る
�

月

日
㈮

法
人
会
館
に
於

16

い
て
、
講
師
に
弁
護
士
法
人
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
弁

護
士
村
上
元
茂
氏
を
迎
え
﹃
雇
用

リ
ス
ク
に
基
づ
く
会
社
・
役
員
に

求
め
ら
れ
る
責
任
﹄
と
題
し
て
行

わ
れ
た
。

村
上
氏
は
、
ま
ず
、
今
日
に
お

け
る
会
社
を
取
り
巻
く
雇
用
リ
ス

ク
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
次
に
、

職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ハ
ラ
と
こ
れ

に
起
因
す
る
従
業
員
の
怪
我
・
病

気
が
企
業
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
に
つ

い
て
精
神
疾
患
を
例
に
説
明
さ
れ

た
。

﹁
雇
用
リ
ス
ク
に
基
づ
く
会
社
・
役
員
に
求
め
ら
れ
る
責
任
﹂

経
営
研
修
会

めざします。企業の繁栄と社会への貢献。

女
性
部
会
研
修
会

江
東
東
税
務
署

金
子
署
長
の
講
演

正
す
の
に
遠
慮
は
い
ら
な
い
。
ま

た
、
万
が
一
、
間
違
っ
た
時
に
は

ス
ピ
ー
ド
も
大
切
。
④
前
例
に
こ

だ
わ
ら
な
い
。
す
べ
て
の
案
件
が

新
規
に
発
生
し
た
案
件
で
あ
る
と

の
前
提
に
立
っ
て
、
判
断
し
、
実

行
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
。

工
夫
、
改
善
に
よ
っ
て
的
確
に
対

応
す
る
こ
と
が
税
務
の
職
場
に
求

め
ら
れ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た
。

続
い
て
、
明
治
時
代
の
東
洋
哲

学
者
で
あ
る
安や
す

岡お
か

正ま
さ

篤ひ
ろ

氏
の
﹁
思

考
の
三
原
則
﹂
を
紹
介
さ
れ
た
。

①
目
先
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
長

い
目
で
見
る
こ
と
。
②
物
事
の
一

面
に
捉
わ
れ
な
い
で
、
出
来
る
だ

け
多
面
的
全
面
的
に
観
察
す
る
こ

と
。
③
枝
葉
末
節
に
捉
わ
れ
な
い

で
、
根
本
的
に
考
察
す
る
こ
と
。

こ
の
三
原
則
は
現
在
で
も
教
訓

に
し
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。

最
後
に
、
こ
と
ば
の
力
に
つ
い

て
、
署
長
と
し
て
﹁
ほ
め
る
﹂
を

意
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
非
常

に
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

﹁
こ
と
ば
﹂
は
﹃
言
刃
﹄
と
も
書

講師の金子税務署長

金子署長を囲んで

金
子
税
務
署
長
と
の
座
談
会

青
年
部
会
役
員
�
名
参
加

金
子
明
弘
江
東
東
税
務
署
長
と

当
会
青
年
部
会
役
員
と
の
座
談
会

が
、
去
る
�

月
�

日
︵
金
︶
税
務

署
署
長
室
に
於
い
て
行
わ
れ
た
。

金
子
署
長
か
ら
、
江
東
東
税
務

署
の
歴
史
、
歴
代
署
長
、
副
署
長
、

元
国
税
庁
長
官
の
吉
國
二
郎
氏
の

和
額
︵
写
真
の
背
景
︶
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
江
東
西

税
務
署
と
江
東
東
税
務
署
の
違
い
、

江
東
区
の
問
題
、
シ
ー
サ
イ
ド
マ

ラ
ソ
ン
や
、
租
税
教
室
の
こ
と
、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
等
の
交
流
に
つ

い
て
な
ど
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
で

和
や
か
に
進
ん
だ
。

参
加
者
	

名
に
と
っ
て
、
大
変

貴
重
な
体
験
と
な
る
座
談
会
と
な

っ
た
。
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[大
島
南
央
小
学
校
]

能
登
鼓
太
さ
ん
︵
�

年
生
︶

江
東
東
法
人
会
長
賞

[第
一
大
島
小
学
校
]

國
竹
美
羽
さ
ん
︵
�

年
生
︶

当
会
で
は
女
性
部
会
の
租
税
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
管
内
小
学

校
の
�

年
生
・
�

年
生
の
児
童
を

対
象
に
﹁
税
の
絵
は
が
き
﹂
コ
ン

ク
ー
ル
の
募
集
を
平
成

年
度
か

25

ら
毎
年
�

回
行
っ
て
い
る
。

平
成

年
度
は
、
昨
年
�

月
�

29

日
㈪

か
ら
女
性
部
会
役
員
等
が
管

内
の
小
学
校
を
訪
問
し
て
応
募
の

依
頼
を
行
っ
た
。




月
�

日
㈮

を
募
集
締
め
切
り

と
し
て
、
第
一
亀
戸
小
学
校

名
、

84

浅
間
竪
川
小
学
校
�

�

�

名
、
第

一
大
島
小
学
校
�

�



名
、
第
四

大
島
小
学
校

名
、
大
島
南
央
小

42

学
校



名
、
東
砂
小
学
校

名
と

57

計
�

校
�

�

�

名
か
ら
の
作
品
の

応
募
が
あ
っ
た
。

応
募
作
品
は
、
江
東
東
税
務
署

の
協
力
を
得
て
、
厳
正
な
審
査
を

行
い
、
江
東
東
税
務
署
長
賞
、
法

人
会
長
賞
、
女
性
部
会
長
賞
、
法

人
会
長
特
別
賞
、
優
秀
作
品
賞
が

次
の
と
お
り
決
ま
っ
た
。

江
東
東
税
務
署
長
賞

平成 30 年 3 月 1 日 第 453 号 (�)

江
東
東
法
人
会
女
性
部
会
長

賞
[浅
間
竪
川
小
学
校
]

寺
中
歩
佳
さ
ん
︵
�

年
生
︶

江
東
東
法
人
会
会
長
特
別
賞

[第
一
亀
戸
小
学
校
]

佐
々
木
優
夏
さ
ん
︵
�

年
生
︶

[東
砂
小
学
校
]

小
倉
菜
々
華
さ
ん
︵
�

年
生
︶

優
秀
作
品
賞
︵

作
品
︶

11

[第
一
亀
戸
小
学
校
]

久
野
花
凛
さ
ん
︵
�

年
生
︶

梅
原
凛
々
さ
ん
︵
�

年
生
︶

堀

陽
花
さ
ん
︵
�

年
生
︶

福
井
爽
人
さ
ん
︵
�

年
生
︶

[浅
間
竪
川
小
学
校
]

國
井
埜
々
禾
さ
ん
︵
�

年
生
︶

渡
邊
陽
香
さ
ん
︵
�

年
生
︶

[第
一
大
島
小
学
校
]

野
村
莉
桜
さ
ん
︵
�

年
生
︶

松
井
香
穂
さ
ん
︵
�

年
生
︶

玉
井
歩
佳
さ
ん
︵
�

年
生
︶

[第
四
大
島
小
学
校
]

岩
﨑
す
み
れ
さ
ん
︵
�

年
生
︶

[大
島
南
央
小
学
校
]

涌
井
怜
菜
さ
ん
︵
�

年
生
︶

な
お
、
こ
れ
ら
作
品
の
う
ち
江

東
東
税
務
署
長
賞
を
受
賞
さ
れ
た

能
登
鼓
太
さ
ん
、
江
東
東
法
人
会

長
賞
を
受
賞
さ
れ
た
國
竹
美
羽
さ

小
学
生
か
ら

作
品
の
応
募

﹁
税
の
絵
は
が
き
﹂
コ
ン
ク
ー
ル

465

ん
、
江
東
東
法
人
会

女
性
部
会
長
賞
を
受

賞
さ
れ
た
寺
中
歩
佳

さ
ん
は

月

日
㈬

11

15

に
開
催
さ
れ
た
納
税

表
彰
式
で
表
彰
状
を

贈
呈
さ
れ
た
。

能登鼓太さん

江東東税務署長賞

寺中歩佳さん

江東東法人会長特別賞

國竹美羽さん

江東東法人会長賞

佐々木優夏さん

江東東法人会女性部会長賞

法人会は消費税の期限内完納を推進しています。

小倉菜々華さん

江東東法人会長特別賞

未使用タオル提供のお願い�

皆
様
方
が
お
年
賀
等
で
お
取
引
先
様
な
ど
か
ら

頂
戴
す
る
タ
オ
ル
で
、
未
使
用
で
余
っ
て
い
る
も

の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
会
事
務
局
へ
ご
提
供

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、

未
使
用
タ
オ
ル
を
社
会
福
祉
法
人
等
を
通
じ
て
寄

贈
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
被
災
地
な
ど
で
は
本
当
に
喜
ん
で
使
っ
て

く
だ
さ
る
方
々
が
、
ま
だ
ま
だ
大
勢
い
ま
す
。
随

時
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
、
ご
提
供
く
だ

さ
い
。
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めざします。企業の繁栄と社会への貢献。

と
が
あ
る
超
有
名
店
で
、
清
洲
橋

通
り
沿
い
に
あ
り
な
が
ら
日
が
暮

れ
る
と
周
辺
は
暗
く
静
ま
る
な
か
、

大
き
な
看
板
と
藍
色
の
暖
�
、
そ

し
て
赤
く
輝
く
ホ
ッ
ピ
ー
の
提
灯

が
一
段
と
目
を
引
く
。

店
主
は
、
�

代
目
勢
治
さ
ん
。

何
と
お
店
は
、
明
治

年
に
深

30

川
で
酒
屋
と
し
て
始
ま
り
、
現
在

の
場
所
に
移
り
大
衆
酒
場
と
し
て

年
に
な
る
。
創
業
以
来
�

�

�

64年
に
渡
り
震
災
や
空
襲
を
乗
り
越

え
暖
�
を
守
り
続
け
て
い
る
。

勢
治
さ
ん
が
調
理
を
担
当
し
、

お
か
み
の
ハ
ル
ち
ゃ
ん
と
、
勢
治

さ
ん
の
奥
様
が
店
内
を
切
り
盛
り

し
て
い
る
。

店
内
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
�

席
、

�

人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
が
�

卓
、
小

上
が
り
に
�

卓
あ
る
が
、
奥
の
小

上
が
り
は
Ｔ
Ｖ
も
あ
り
普
通
の
家

の
茶
の
間
の
よ
う
な
空
間
だ
。

カ
ウ
ン
タ
ー
や
梁
・
天
井
に
お

店
が
歩
ん
で
き
た
年
月
を
感
じ
、

連 載今
回
は
、
南
砂
第
一
支
部
・
佐

藤
支
部
長
が
推
薦
す
る
﹁
山
城
屋

酒
場
﹂
さ
ん
を
訪
問
し
た
。

お
店
は
、
都
営
新
宿
線
﹁
住
吉

駅
﹂﹁
西
大
島
駅
﹂
又
は
東
西
線
﹁
東

陽
町
駅
﹂
か
ら
徒
歩

分
と
少
々

20

離
れ
て
い
る
が
、
都
バ
ス
︻
秋

︼
26

を
利
用
す
れ
ば
﹃
北
砂
一
丁
目
﹄

バ
ス
停
の
目
の
前
に
あ
る
。

酒
呑
み
な
ら
一
度
は
聞
い
た
こ

支
部
長
さ
ん
ご
推
薦
の
店

㉓

﹁
山
城
屋
酒
場
﹂

南
砂
第
�

支
部
長
ご
推
薦

壁に貼られた豊富なお品書き

歴史を感じる看板
佐藤支部長

古
め
か
し
い
ポ
ス
タ
ー
も
貼
っ
て

あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
の
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
古

民
家
風
酒
場
に
な
っ
て
い
る
。

豊
富
な
お
品
書
き
は
ど
れ
も
価

格
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
、
出
て
く

る
料
理
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
良
し
！
質

良
し
！
味
良
し
！
と
訪
れ
る
お
客

さ
ん
を
虜
に
し
て
い
る
。

人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
伺
う
と
寒
い

時
期
は
﹁
白
子
鍋
﹂
や
﹁
カ
キ
鍋
﹂

な
ど
の
鍋
物
。
そ
の
他
お
す
す
め

は
﹁
さ
し
み
三
種
盛
﹂、﹁
自
家
製

き
ゅ
う
り
ぬ
か
漬
﹂、
定
番
﹁
コ
ロ

ッ
ケ
﹂、﹁
あ
ん
き
も
﹂、
味
自
慢
﹁
焼

そ
ば
﹂
な
ど
な
ど
、
ど
れ
も
お
酒

の
お
供
に
バ
ッ
チ
リ
と
合
う
。

勢
治
さ
ん
は
﹁
特
に
鮮
度
の
良

い
食
材
、
旬
の
食
材
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
毎
日
変
わ
る
お
勧
め
の

品
も
楽
し
み
に
来
て
い
た
だ
き
た

い
﹂
と
話
す
。

ま
た
、
ハ
ル
ち
ゃ
ん
は
﹁
不
便

な
所
で
す
が
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
電
話
を
い
た
だ
け
れ
ば
お

席
を
お
取
り
し
て
お
き
ま
す
﹂
と

の
こ
と
。

住
所
：
南
砂
�

-



-
�

電
話
：
�




�

�

-
�

�

�

�

時
間
：
月
～
土

時
～

時
�

16

23

休
業
日
：
日
曜
日

元気いっぱい

おかみのハルちゃん

ほっくり、サクサク

コロッケ �コで400円

カキ、鳥肉、豚肉ミックスの

白みそ仕立て鍋

ネギもたっぷり

あんきも 490円

自家製

きゅうりぬか漬け 220円

店主イチ押し

さしみ三種盛 730円



珂
碩
は
奥
沢
に
住
む
こ
と

年
、

17

住
民
の
教
化
に
つ
と
め
、
ま
た
医

療
に
も
通
じ
て
廃
疾
不
具
の
も
の

を
救
護
し
た
。
元
禄
�

年
︵
一
六

九
四
︶

月
�

日
、

歳
に
て
死

10

77

去
し
、
後
世
珂
碩
仏
と
称
し
て
敬

慕
せ
ら
れ
て
い
る
。

珂
碩
が
大
島
念
仏
堂
時
代
に
使

用
し
た
茶
釜
は
﹁
飛
び
茶
釜
﹂
と

よ
ば
れ
て
寺
宝
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
茶
釜
は
寛
文
�

年
︵
一
六

六
八
︶
の
鋳
造
で
、
例
の
大
島
の

太
田
氏
釜
屋
六
右
衛
門
が
つ
く
っ

た
も
の
。
山
城
国
宇
治
里
、
宮
本

仁
右
衛
門
と
い
う
人
が
﹁
為
二
親

菩
提
也
﹂
と
両
親
供
養
の
た
め
つ

く
る
旨
の
銘
文
が
あ
る
。

︵
当
時
の
原
文
で
掲
載
)
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と
な
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
江

戸
時
代
に
は
小
名
木
川
沿
岸
の
大

島
村
、
下
大
島
町
に
行
徳
の
塩
と

結
ば
れ
て
醤
油
醸
造
業
者
の
蔵
が

多
く
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
蔵
に
は
専
属
の
杜
氏

も
い
た
が
、地
方
か
ら
も
杜
氏︵
醸

造
技
師
︶
が
こ
こ
に
き
て
各
工
場

に
雇
わ
れ
醤
油
の
生
産
が
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

勝
智
院
︵
大
島
�

︶
に
こ

−

39

れ
ら
の
杜
氏
の
仲
間
が
建
立
し
た

供
養
塔
が
現
存
し
て
い
る
。

こ
の
石
塔
は
戦
災
で
ひ
ど
く
破

損
し
て
い
る
が
天
保
︵
一
八
三
〇
︶

の
こ
ろ
の
も
の
ら
し
い
。
塔
の
高

さ
�

ｍ
余
の
も
の
で
あ
っ
て
塔
身

に
﹁
南
無
阿
弥
陀
仏
﹂
と
あ
り
台

石
の
周
囲
に
蔵
と
専
属
杜
氏
の
名

が
多
数
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
桶
の
製
作
者
と
鳶
職
の

名
が
あ
り
、
ま
た
各
地
方
か
ら
こ

こ
へ
出
稼
ぎ
の
杜
氏
の
名
が
た
く

さ
ん
刻
ま
れ
て
い
て
醤
油
醸
造
の

さ
か
ん
で
あ
っ
た
当
時
が
う
か
が

え
ら
れ
る
。

●
大
島
念
仏
堂
と
珂
碩

︵
大
島
�

�

)

−

大
島
�

丁
目
愛
宕
神
社
付
近
は

江
戸
時
代
深
川
霊
厳
寺
の
寺
領
で

醤
油
業
者
の
供
養
塔
・

大
島
念
仏
堂
と
珂
碩

大
島
五
・
六
丁
目

●
醤
油
業
者
の
供
養
塔

︵
大
島
�

)

−

39

徳
川
家
康
江
戸
入
府
と
と
も
に

小
名
木
川
の
開
さ
く
工
事
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
小
田
原
北
篠
支
配

時
代
に
行
徳
産
の
塩
が
小
田
原
へ

送
ら
れ
て
い
た
の
を
、
江
戸
開
府

に
よ
っ
て
塩
を
江
戸
へ
運
搬
す
る

た
め
舟
路
を
通
ず
る
の
が
目
的
で

あ
っ
た
。

そ
の
の
ち
小
名
木
川
は
東
国
方

面
の
産
物
を
江
戸
に
移
入
す
る
重

要
な
水
路
と
な
っ
て
、
小
名
木
川

の
沿
岸
に
塩
と
農
産
物
を
原
料
と

す
る
醤
油
製
造
工
場
が
た
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

醤
油
は
茨
城
地
方
や
下
総
銚
子
、

野
田
方
面
か
ら
江
戸
に
送
ら
れ
て

い
た
が
、
大
都
会
と
し
て
そ
の
需

要
を
み
た
す
た
め
に
江
戸
近
郊
に

お
い
て
も
醤
油
製
造
工
場
が
必
要

あ
っ
て
、
そ
こ
に
大
島
念
仏
堂
が

あ
り
、
僧
珂
碩
が
住
ん
で
い
た
。

珂
碩
は
の
ち
に
九
品
仏
の
浄
真
寺

︵
世
田
谷
区
奥
沢
町
︶
の
開
山
と

な
っ
た
人
で
あ
る
。
も
と
は
白
河

町
�

丁
目
霊
厳
寺
第
三
世
大
誉
珂

山
の
弟
子
で
あ
っ
た
。

珂
碩
は
師
珂
山
を
補
佐
し
明
暦

�

年
︵
一
六
五
七
︶
の
大
火
で
焼

け
た
霊
厳
寺
の
日
本
橋
か
ら
深
川

移
転
に
努
力
し
、
土
地
の
埋
立
、

堂
宇
の
建
立
な
ど
す
べ
て
そ
の
功

を
と
げ
延
宝
�

年
︵
一
六
七
八
︶

に
水
害
で
流
失
し
た
大
島
念
仏
堂

を
う
つ
し
て
、
い
ま
の
浄
真
寺
を

建
立
し
た
。
浄
真
寺
は
九
品
仏
と

も
よ
ば
れ
九
体
の
阿
弥
陀
如
来
座

像
を
ま
っ
て
有
名
と
な
り
現
存
し

て
い
る
。
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会員募集中� ｢あなたのお口添えを｣。

わがまち
城東
その20

連載

第
�
回

通
常
総
会
の
ご
案
内

開
催
日

�
月
�
日
㈬

会

場
：
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

第
�
部

記
念
講
演
会
︵
午
後
�
時

分
～
同
�
時

分
︶

30

45

第
�
部

第
�
回
通
常
総
会
︵
午
後
�
時
～
同
	
時
︶

第
�
部

懇
談
会
︵
午
後
	
時
～
同
�
時
︶

ЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯ

ЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯЯ

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я

Я
Я
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▼
妻
が
子
宮
体

癌
に
な
っ
た
。

手
術
、
半
年
間

の
抗
癌
剤
治
療

二
ヶ
月
間
の
放

射
線
治
療
で
撃
退
。
家
族
一
丸
と

な
っ
て
の
快
挙
だ
っ
た
と
思
う
。

▼
今
は
、
二
人
に
一
人
が
癌
に
な

る
時
代
だ
そ
う
だ
。
も
は
や
余よ

所そ

の
話
で
は
な
く
な
っ
た
と
思
う
。

▼
と
こ
ろ
が
、
私
は

歳
の
今
ま

64

で
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
一
通
り
の
検
診
く

ら
い
で
、
時
間
が
な
い
の
を
言
い

訳
に
し
て
き
た
。
今
回
、
か
な
り

の
覚
悟
を
決
め
て
、
受
診
す
る
こ

と
に
し
た
が
、
次
第
に
不
安
が
高

ま
り
、
妻
の
時
の
こ
と
も
頭
を
過よ
ぎ

っ
た
り
し
た
。

▼
胃
と
大
腸
に
ポ
リ
ー
プ
が
見
付

か
っ
た
が
、
幸
運
に
も
良
性
だ
っ

た
。
後
日
、
結
果
が
届
き
一
安
心
。

長
期
間
、
か
え
り
み
ら
れ
ず
酷
使

さ
れ
た
私
の
体
は
、
多
少
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
で
ま
だ
頑
張
れ
そ
う
な

の
に
は
感
謝
し
た
い
。

▼
ま
だ
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て

い
な
い
方
、
何
と
か
時
間
を
作
っ

て
、
早
目
に
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

︵
寺
)
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スマートフォン等でe-Taxがご利用いただけます。
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平成30年度 国税専門官募集

国税専門官は、国税局や税務署において、また租税収入を確保するため、税務のスペシャリスト

として法律・経済・会計等の専門知識を駆使し、次のような事務を行います。

◆国税調査官は、所得税、法人税、相続税などの直接税及び消費税、酒税などの間接税について、

納税義務者である個人、会社等を訪れ、適正な納税申告が行われているかどうかの調査・検査を行

うとともに申告に関する指導などを行います。

◆国税徴収官は、定められた納期限までに納付されない税金の督促や滞納処分を行うとともに納税

に関する指導などを行います。

◆国税査察官は、裁判官から許可状を得て、大口・悪質な脱税の疑いがある者に対して捜索・差押

えの強制調査を行い、刑事罰を求めるために告発するまでの一貫した職務に従事します。

このように、国税専門官には、豊かな教養と高度な専門知識のみならず、仕事の性質上強じんな

精神力とバイタリティーが要求されます。税務の職場では、このような優れた資質を備えた国税専

門官の活躍が期待されています。

◇受験資格 � 昭和63年�月�日〜平成�年�月�日生まれの者

� 平成�年�月�日以降生まれの者で、次に掲げるもの

⑴ 大学を卒業した者及び平成31年�月までに大学を卒業する見込みの者

⑵ 人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認める者

◇申込方法 インターネット申込み

／／ ／人事院ホームページ上の申込専用アドレス（http:／／www.jinji-shiken.go.jp／juken.

html）をご利用ください。

※インターネット環境（原則パソコン）及びプリンターが必要になります。

◇受験申込受付期間 平成30年�月30日㈮午前�時〜�月11日㈬［受信有効］

◇試 験 日 第�次試験 平成30年�月10日㈰

第�次試験 平成30年月11日㈬〜月19日㈭のうち指定する日時

なお、土・日曜日及び祝日の休日は実施しない予定です。

e-Taxの利用手続がより便利になります。

平成31年�月のe-Taxから、マイナンバーカードとICカードリーダライタを利用して自宅

のパソコンから申告できるマイナンバーカード方式に加え、税務署で受け取ったIDとパスワ

ードを利用して自宅のパソコンから申告できるID・パスワード方式が導入されます。ID・パ

スワード方式での申告をご希望される方は、平成30年�月以降に運転免許証などの本人確認

書類をご持参の上、所轄の税務署へお越しください。

なお、ID・パスワード方式の利用に当たっての主な注意点は以下のとおりです。

①ID・パスワード方式によるe-Taxでの申告は、国税庁ホームページの「確定申告書等作

成コーナー」でのみ利用できます。

②ID・パスワード方式はマイナンバーカード及びICカードリーダライタが普及するまでの

暫定的な対応です。
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�月
�日㈭ 決算法人説明会 午前の部 午 前 10 時

午後の部 午 後 � 時
カメリアプラザ

〃

13日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

16日㈮ 源泉部会 研修会
内容：「調査で指摘されやすい事例＆平成30年度の税制改正」
講師：江東東税務署担当官

午 後 � 時 法 人 会 館

28日㈬ 第	回 理事会 午後�時30分 法 人 会 館


月
�日㈫ 東砂第�支部 支部研修会 午後�時30分 東砂北地区集会所

12日㈭ 第13回全国女性フォーラム山梨大会 甲 府 市

16日㈪ 決算法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署
東砂第�支部 支部研修会 午 後 � 時 東砂南地区集会所

17日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

25日㈬ 税務研究部会 第47回 通常総会 午後�時30分 法 人 会 館

26日㈭ 第�回 理事会 午 後 � 時 法 人 会 館

	月
11日㈮ 女性部会 第51回 通常総会 午後�時30分 法 人 会 館

12日㈯ 社会貢献活動 第39回「まちをきれいに」 午前�時30分 亀 戸 地 区

15日㈫ 無料記帳相談・税務相談 午 前 10 時 法 人 会 館

16日㈬ 新設法人説明会 午 後 � 時 江 東 東 税 務 署
亀戸第�支部 支部研修会 午前10時30分 亀戸東地区集会所

18日㈮ 青年部会 第47回 通常総会 午 後 	 時 法 人 会 館

22日㈫ 源泉部会 第44回 通常総会 午 後 � 時 法 人 会 館

◎内容・講師が未定となっている各部会の研修会等は、決まり次第ホームページに掲載しますので、ホームページを
ご覧になってください。

◎各種研修会・説明会には会員以外の方の参加も可能です。お問い合わせは事務局まで。 ☎03-3684-2303

◀行 事 予 定▶
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管内法人数 4,394社 法人会員数 1,641社 加入率 37.35％（平成30年�月30日現在)

／／ ／バックナンバーはホームページをご覧ください。http:／／www.koto-higashi-h.or.jp／
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